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地

球
第
十
番
第
三
儲
昭
-

年
九
月

盲

長

石

の
識

別

法

に

就

い
て

小

家

治

…,

就
酸
だ
碁
士
は
岩
壁
の
化
合
成
分
中
最
も
多
量
を
占
め
､
従
っ
て
火
成
岩
だ
し
て
国
籍
す
る
に
替
っ
て
前
者
の
み

か
ら
成
る
石
英
･,J
両
酸
化
物
に
石
衣
及
び
ア
ル
カ

リ
の
結
び
付
い
た
長
石
だ
が
屡
々
造
岩
碗
物
}J
し
て
重
要
な
る
役

割
を
慣
す
る
｡
但
し
珪
酸
の
含
有
量
が
六
〇
4'1
-
セ
ン
ト
以
下
の
岩
石
に
在
っ
て
は
石
英
は
殆
ん
で
現
ほ
れ
ず
し
て

長
石
の
み
が
晶
結
し
て
現
ほ
れ
る
の
で
あ
る
.
･故
に
火
成
岩
の
研
究
に
替

わ
長
石
の
種
類
を
顕
微
鏡
的
決
定
法
に
よ

-
識
別
す
る
こ
亡
が
岩
石
の
性
質
を
匿
別
分
数
す
る
に
容
易
で
且
つ
必
要
で
あ
る
｡
ミ

qlI
ェ
ル

･
レ
ブ
ヰ
-
氏
が
長

石
の
織
別
法
を
岩
石
学
進
歩
の
試
金
石
で
あ
る
ど
い
ひ
､
斜
長
石
}J
い
ふ
陵
味
な
る
名
解
を
岩
石
嬰
の
記
載
か
ら
抹

去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
主
張
し
た
意
味
は
此
に
在
る
｡

ワイ

長
石
に
は
主
ビ
し
て
加
盟
を
含
む
正
長
石

O
rth
o
ctase
､
曹
達
を
含
む
白
長
石

Albite.
石
衣
を
含
む
歪

長
石

A
n

ol･th
ite
の
三
蔵
が
あ
っ
て
､
加
里
長
石
は
単
斜
晶
系
に
結
晶

す
る
も
の
ゝ
外
に
三
斜
晶
系
に
属
す
る
倣
斜
長

石

M
iclOClin
e
ビ
し
て
置
別
す
る
も
の
が
あ
･C,'
沸
二
第
三
両
種
は
金
-
三
斜
晶
系
の
み
に
限
ら
れ
'
且
つ
加
旦

長
前
の
前
別
法
に
就

い
て

完
九



.
地

球

鵠
十
磯

節
三
雄

T
r
l
O

二

だ
闇
蓬
ど
の
種
々
の
割
各
に
含
ま
れ
た
ア
ル
カ
リ
長
石
即
ち
却
曹
長
石
'
曹
達
f̂J
石
衣
の
種
々
の
制
令
に
含
ま
れ
た

闇
次
長
石
が
存
在
し
､･
1
八
六
四
年
チ

ェ
ル

ヤ

ク
氏
は
長
石
類
の
筒
々
の
錬
物
種
は

三
種
の
分
子
の
同
低
温
各
階

I
s

.m

.rp
h
ic

m
7･xture
で
あ
る
こ
}J
曽
唱

へ
p
デ
ク
ロ
ア
ゾ
-
氏
叔
そ
の
尭
撃
的
性
贋
を
研
究

し
て
､
特
に
闇
衣

爾
長
石
分
子
の
制
令
に
相
臆
し
て
二
つ
の
完
全
な
努
開
面
に
於
け
る
滑
光
角
に
差
異
が
あ
る
こ
ど
な
誕
め
､

マ
ッ
ク

ス
｡
シ
エ
ス
タ
I
が
滑
地
位
の
正
負
方
向
砂
的
兼
に
よ
-
こ
の
紺
係
が
精
確
に
決
定
さ
れ
る
こ
ど
～
な
っ
て
.
-長
石

の
.先
導
上
の
性
質
を
基
礎
ビ
し
て
鉱
物
用
顕
微
鏡
を
用
ゐ
て
薄
片
中
の
長
石
の
種
類
を
置
別
す
る
漁
が
聞
け
花
｡

チ
ェ
ル

ヤ
ク
氏
の
初
め
て
向
像
混
晶
L･IB
る
こ

E
を主
張
し
た
後
に
､
テ

ル
ケ
ル
氏
は
純
粋
の
白
長
石
だ
歪
長
石
の

中
間
に
闇
達
長
石

A
b
k,
石
衣
長
石

A
n
の
分
子
の
劉
各
に
よ
-
左
の
曹
次
長
石
の
東

列
を
厄
別
し
た
｡

(

日
本
文

に
て
此
等
の
裸
瓶
を
置
別
す
る
優
宜
上
苗
に

二

二
ハ
は
意
味
'
三
四
五
は
地
名
の
褒
膏
に
従
ひ

一
々
評
語
を
つ
け
る

こ
E
に
し
た
｡
)

一
p
自

長

石

列

二
､
少

斜

長

石

列

三
､
安

長

石

列

凹
.
抜

長
-

右

列

五
､
漕

長

石

列

六
､
歪

長

石

列

J
A

lbite

S
er
i
e
s

O
iig
oclas
e

ク

A
n

de
s
in
e

ク

L
abr
a
d

o

n
it
e
ク

By-ownite
ク
.

;

A
r10rt
hite

A
bAn
O-
A
b8A
nl

A
b
GAn
l‖
A
blA
n-
り-14

A
b
SA
n
Zr卜
A
b.A
ria

其
後
岩
石
中
の
長
石
の
紙柳
別
法
の
精
細
を
加
ふ
る
に
及
び
､
A
blA
nl
l
A
b-AR
E

AblA
n3
-
A
blA
n
6

A

bsA
n1
-
A
boA
TrE

大

抵
此
の
如
き

簡軍
な
る
基
数
比
率
で
示
し
酢
仙い
の



で
可
分
琴
を

A
n

A
b

の
夷
下
隅
に
加

へ
る
こ
E
に
な
っ
た
｡
触
れ
YJJ
も
此
に
院
別
し
た
六
種
の
分
子
成
分
の
制
令

に
的
し
て
岩
石
撃
者
の
意
見
が
頗
る
慣
々
に
L･4
つ
て
'
同

1
名
種
の
成
分
が
多
少
配
離
し
不
便
が
少
-
な
い
｡
カ
ル

キ
ン
ス
氏
の
.宵
分
率

一
〇
至
玉
を
以
っ
て
分
界
す
る
意
見
は
此
の
鮎

心
束
つ
い
た
安
静
な
国
分
怯
で
あ
る
が
.
我
々

は
之
に
妃
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
中
間
種

〓

l
を
爽
め
ば
､箇
々
の
種
板
は

一
五
乱
打

ー
〇
.中
間
稀
は
五

パ
ー
セ
ン
･-

て
.
大
な
る
出
入
が
な
-
な
る
}.J
信
や
る
｡
此
の
如
-
す
れ
ば
左
の
十

.I
種
だ
L･4
る
｡

種

棟

一
'
白

長

石

二
､
白
少
斜
長
石

三
､
少

斜

長

石

四
'
少

安

長

石

五
p
安

長

石

六
'
安

挽

長

石

肋
〆

A

n

〆

1
0
0-
<
0

0-
10

九

O-
豊

T

O-
1
筑

豊

上

o

完
1
371O

PO
I

宝
.

三O-孟

六五
1
霊

宝
～
望

五
五
-
五
〇

望
-
吾

川
J

r限,

七
七
牲

長

石

八
､
蛇

培

長

石

九
七
培

長

石

1,
0
'
培
盃
長
石

一
1
､
盃

長

石

肋

〆

An
弱

き

-

.重

き
卜
空

重

-
三

〇

を
卜
P
O

三
O-
三

吉
-
八
五

三
1
10
豊

-
九
0

.

10-
0

<

0-
too

加
曹
長
石
の
両
成
分
の
比
率
に
よ
る
分
村
も
11
八
六
四
年
に
チ
ェ
ル
ヤ
ク
氏
は
督
衣
長
石
だ
北
ハに
提
案
し
､
正
長

石
だ
白
長
石
の
中
間
に
左
の
玉
穂
の
置
別
を
設
け
た
｡

種

粗

分
子
比
率

ア

ヂ
ュ

ク
リ
ア

A
d
ul
aria

O
rlA
b
O
-
O
r4Abl

長
石

S
純
別
法
に
就

い
て

加
里
含

有
豊
%

二
ハ･1-三
二..一

･比

重

こ
､莫
1

二
､五
､

三
‥
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長
長 長

長

石 石 石 着 流

A
m
az
o
n
i
t
e

P

e

r
th
ite

L
o

x
o
clase

a
l

bit
e

第
十
脊

節

三
髄

O
rIA
b1
-

0
T3A
b
2

0rSA
b
t)
I
O
rlA
bt

O
rlA
bl
I

O
r.A
b4

0rlA
b.
I
O
roA
bh

芸

二

三
1
70

70-
?

屯

I

四

円
-

○

四こ､
葛
-
こも芙

こ

､五
入

-
二､六
〇

こ､
六
0
-
こ
.≡

こ
､六
1-
ニ
p
六
二

貼
れ
で

も
加
曹
長
石
の
同
政
敵
は
チ

ェ
ル

マ
ク
氏
自
身
が

7
八
九
四
年
以
後
主
張
を
撤
回
し
た
の
か
､
自
著
の
餌

物
嘩
教
科
藩
に
も
之
を
掲
載
す
る
こ
E
を
風
食
は
せ
た
｡

ア

ルカリ長
石
の
種
類
･J-J
し
て
非
正
長

石

An

orthoclase(Soda･
m

ic
l
O
C
lin
e
)

が
ア

ルカリ性
火
成
岩
に
存
在

す
る
こ

,,･Jが
改
め
ら
れ
た
る
に
踊
ら
ず
.

そ
の
混
晶
の
分
子
此
率

だ
光
撃
上
の
性
質
の
掬
係
に
就

い
て
は
'
闇
次
長

石
の
如
-
に
行
き
届
か
ぬ
状
態
に
在
っ
て
.
非
正
長
石
だ
白
長
石
ど
の
問
に
如
何
な
る
遷
移
が
起
る
か
十
分
に
確
か

め
ら
れ
て
ゐ
な
い
｡
非
正
長
石
だ
け
は
ア
ル
カ

-
性
火
成
岩
の
長
石

ビ
し
て
注
意
さ
れ
'
石
衣
ア
ル
カ

リ
性
火
成
岩

に
出
る
サ

ニ
デ
ィ
ン

(
正
長
石
の

一
躍
差
長
石
k
,謬
し
て
置
別
す
る
)
及
び
倣
斜
長
石
ビ
自
長
石
ゼ
問
に
置
か
れ
'

そ
の
連
鎖
的
囲
係
が
明
か
で
な
い
｡
此
頃
ア
リ
ン
グ
及
び

マ
タ
ン
タ
ー
ン
両
氏
の
研
究
は
珊
人
意
を
漬
-
せ
し
め
tp

も
の
が
あ
る
ど
は
言

へ
.
ミ
ュ
ツ
ゲ
氏
の

ロ
ー
ゼ

ノ
ブ
ヅ
シ
ユ
氏
第

1
巷
下
甜
改
版
に
普

-
､
荘
梅
岩
及
び
閃
線
岩

贋
の
促
成
岩
に
も
非
正
長
石
の
現
出
が
屡
詑
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
七
倍
は
確
か
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
い
ふ
の
は
未

だ性

悪
の
範
圏
が
限
ら
れ
た
現
状
を
語
る
も
の
で
あ
る
.

こ



袖
正
長
石
.J･J
斜
長
石
}J
の
瓶
晶
塑
上
の
低
別
は
光
撃
的
封
栴
面
及
び
軸
の
結
晶
面
に
封
す
る
位
置
の
桐
係
に
在
っ

て
欝
斜
晶
系
に
属
す
る
iE
長
石
は
碕
ほ

(0
1
0
)両

だけ
封
綱
田
に

.J
致
す
る
も
､
他
の
各
種
長
石
は
何
れ
も
多
少
此
の

結
=川
前
,fJ
も
斜
交
し
た
位
置
を
占
め
'
封
栴
面
の
交
叉
す
る
大
中
小
三
封
精
勤
及
び
の
二
光
軸
も
赤
化
椙
粗
を
異
に
･

す
る
に
従
ひ
興
っ
た
棟
散
を
占
め
る
｡
デ
ク

p
ア
ブ

-
氏
の
散
見
以
氷
こ
の
位
置
ビ
成
分
だ
の
鼎
靭
性
が
認
め
ら
れ

て
p
互
に
直
角
の
方
向
に
振
動
面
を
有
す
る

ニ
コ
ル
氏
錐
杜

(
略
し
て

1言

ル
"J
い
ふ
)
間
に
置

い
た
長
石
の
薄
片

に
平
行
光
及
び
牧
飲
光
を
通
じ
て
槍
査
す
る
種
々
の
方
法
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
.

岩
石
の
薄
片
に
魂
は
れ
る
普
通
の
鱗
物
中
石
英
～J
霞
石
E
は
同
じ
-
加
芭

透
明
で
あ
つ
て
も
.
何
れ
も
六
方
晶
系

に
属
し
'
此
等
ど
の
匿
別
は
愉
廓
､
壁
開
∵
光
軸
聾
に
注
意
す
れ
ぼ
左
ま
で
困
難
で
な
い
が
'
長
石

の
箇

々
の
種
粗

を
償
別
す
る
こ
亡
は
決
し
て
容
易
で
な
い
｡

正
斜
両
大
別
は
前
者
に
は

(010)
を
双
晶
面
だ
す
る
白
長
石
式
双
晶

ビ
之
に
直
角
な
る
b
軸
を
回
噂
軸
だ
し
た
ぺ

リ
ク
ン
式
双
晶
だ
が
成
立
せ
ぬ
薦
め
に
p
此
等
の
r双
晶
の
有
無
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
辞
で
p
特
に
白
長
石
式
双
晶
は
聯

晶
を
成
す
薦
め
p
珊
大
き
電
報
晶
の
底
面
(
0
0
1
)

に
そ
の
平
行
す
る
筋
目
が
現
は
れ
'
岩
石
の
断
口
に
肉
眼
で
晩
に

認
庵
縛
る
場
合
が
あ
る
｡
是
れ
頼
政
鋸
的
方
法
の
未
だ
普
及
せ
ぬ
頃
に
斜
長
石
を
傾
あ
る
る
長
石

S
triatei
felspar

だ
呼
ん
克
所
以
で
､
顕
微
鏡
下
に
直
交

ニ
コ
ル
で
見
れ
ば
両
種
双
晶
の
格
子
状
構
造
が
明
瞭
な
る
場
合
多
-
､
極
め

て
容
易
に
斜
長
石
た
る
こ
官
が
知
れ
る
｡
貼
れ
.rp
も
蓮

は
三
種
の
長
石
分
子
の
浪
各
し
た
各
穂
に
典
迫
な
る
性
質
で

あ
る
か
ら
p
そ
の
箇

々
の
直

別
に
は
役
立
た
ぬ
｡

斜
長
石
の
結
晶
形
像
も
亦
た
化
撃
成
分
.,･J摘
係
し
て
担
化
し
p
底
面
だ
短
軸
両
だ
の
間
の
角
度
の
衝
角
か
ら
の
歪

長
石
の
誠
別
法
に
就

い
て

]宝

玉



地

球

第

十

聴

解
三
が

宗

四

大

づ
み
方
が
石
衣
分
の
槍
加
ビ
共
に
大
き
-
な

-
.
白
長
石
の
八
六
度
二
四
分
か
ら
歪
長
石
の
八
五
度
五
〇
分
ど
な
る

こ
と
が
ヂ
ク
ロ
ア
ブ
I
の
測
定
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
'
近
頃
ク
";ル
7
4

リ
グ氏
等
の
史
に
稗
密
な
る
研
究
に
よ

-
早

の
箇
々
の
場
各
が
白
票
両
分
子
の
此
率
に

7
致
す
る
こ
と
も
明
か
ど
な
っ
た
｡

正
長
石
だ
白
長
石
ど
の
中
間
に
も
加

里
に
対
し
管
達
の
比
率
の
大
kjな
る
に
従
ひ
直
角
か
ら
歪
づ
む
事
賓
は
あ
る
が
､
未

だ此
率
ビ
角
度
ど
の
牽
化
の
仕

方
が
正
確
に
知
れ
て
ゐ
ぬ
｡

要
す
る
に
野
次
長
石
の
場
各

に
就
い
て
観
る
に
歪
長
石
の
百
分
率
二
に
暫
し
僅
か
に
角

度

一
分
覇
の
塵
化
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
'
こ
の
角
皮
の
測
定
に
ょ
･n
成
分
を
決
定
す
る
こ
E
は
現
在
で
は
造
岩
焼
物
だ

し
て
の
長
石
識
別
に
は
鷹
用
さ
れ
ね
の
で
あ
る
｡

比
重
は
是
よ
り
も
造
か
に
容
易
な
る
識
別
法
YJ
な
る
も
の
で
'

正
長
石
の
二

｡
五
四
乃
至
二

｡
五
六
か
ら
､-
自
長

石
の
二

二
ハ
二
四
を
経
て
歪
長
石
の
二

｡
七
五
八
ま
で
増
加
す
る
｡
故
に
此
の
此
東
の
差
異
を
利
用
し
て

ツ
ー
レ
-

氏
茸
液
に
よ
-
1
魔
の
火
成
岩
中
に
含
ま
れ
た

斜
長
石
の
種
類
を
分
離
置
別
す
る
を
得
ペ

-'
タ
ェ
ス
ト

フ
ブ

ル
天

秤
に
よ
rin小
数
三
位
日
で
こ
ぼ
か
-
ま
で
正
し
-
定
め
得
る
｡

此
の
場
各
に
も
加
曹
長
石
の
比
重
ビ
成
分
ど
の
紺
係
が
判
然
だ
知
れ
て
ゐ
ぬ
希
め
に
'
箇
々
の
闇
夜
長
石
の
識
別

に
有
効
な
る
に
止
-
'
ア
ル
カ

リ
長
石
を
識
別
す
る
に
は
未
だ
鷹
用
す
る
こ
亡
が
困
難
で
あ
る
｡

第
三
は
屈
折
率
の
加
盟
､

皆
達
､
石
衣
混
石
分
子
の
制
令
に
従
ひ
車
化
し
､
衣
長
石
に
於
い
て
最
も
商
い
の
で
あ

る
｡
ツ
ー
レ
-
民
放
に
水
を
加

へ
叉
花
は
丁
子
油
に
桂
皮
油
セ
ダ
ー
油
等
を
混
じ
て
小
数
鮎
下
四
位
ま
で
細
別
し
た

屈
折
率
を
有
す
る
披
鰭
を
得
る
か
ら
P
此
の
光
撃
上
の
性
質
は
浸
漬
法
に
よ
-
牧
だ
結
晶
ど
の
境
界
に
起
る
ベ
ッ

ケ

線
に
よ
-
測
定
し
縛
る
便
利
が
あ
る
∪



坪
井
へ載
太
郎
)博
士
は
底
面
及
び
短
軸
:L川
の
堺
開
片
に
於
け
る
各
種
斜
長
石
の
大
小
両
方
向
の
屈
折
率
を
締
潤
し

取
色
塞
に
よ
り
舵
機
の
或
る
光
波
長
の
屈
折
率
だ
閥
方
向
の
各
bJ
の

<I
致

する
鮎
を
測
足
し
て
､
之
を
ソ
ヂ
ク
ム
光

D
線
の
屈
折
率
に
換
算
す
る
方
法
を
集
出
さ
れ
た
｡
是
に
よ
･il液
健
の
屈
折
率
の
間
隔
を
大
き
-
し
､
少
数
の
液
で

精
密
に
測
定
す
る
こ
ど
な
程
る
こ
ど
ゝ
な
っ
た
｡

日
本
の
火
山
岩
の
大
部
分
を
占
ひ
る
安
川
岩
中
に
含
ま
る
～
斜
長
石
の
如
-
加
旦
長
石
分
子
を
無
職
し
得
る
精
基

性
の
精
粗
で
は
加
盟
の
薦
め
に
屈
折
率
の
低
下
す
る
傾
向
が
飴
ん
で
な
い
場
合
に
､
此
の
方
法
は
極
砂
で
有
効
な
る

殆
ん
で
縄
動
的
の
識
別
法
で
あ
る
｡
憩
達
石
衣
両
分
子
の
外
に
加
盟
分
子
が
含
ま
れ
て
三
成
分
混
晶
を
成
す
斜
長
石

は
此
の
測
定
の
結
先
に
よ
り
直
ち
に
そ
の
成
分
を
確
知
L
難
き
も
'
比
重
及
び
光
挙
上
の
他
の
性
質
己
封
照
し
て
加

里
の
含
有
を
察
知
す
る
盆
が
開
け
る
望
み
は
あ
る
｡

第
四
は
結
晶
の
外
形
特
に
両
努
関
南
に
封
す
る
光
撃
上
の
畢
種
面
及
び
光
軸
の
位
置
の
補
係
を
基
礎
YJ
す
る
織
別

法
で
あ
る
｡
此
の
開
係
は
前
に
述

べ
た
デ
ク
ワ
ア
ブ
I
t
y
ュ
ス
タ
ー
両
氏
の
壁
間
片
に
於
け
る
消
光
角
の
測
定
に

砥
用
し
た
桝
で
.
前
者
は
短
軸
後
者
は
底
面
の
壁
間
痕
跡
に
対
し
て
消
光
の
方
向

(
小
屈
折
率
の
方
向
)
の
成
す
角

皮
を
測
る
の
で
あ
る
｡

シ
ュ
ス
タ
ー
氏
の
約
兼
は
底
面
p
で
は
底
面
,fJ
兎
軸
面
ど
の
成
す
鈍
角
を
着
に
置
い
た
位
置

で
時
計
の
向

樽
方
向
を
正
(
十
)
だ
L
t
反
動
の
方
向
を
負
(
二

だ
L
t
短
軸
而
M
で
は

a
c
両
軸
の
鈍
角
の
方
を
正

ビし
.
鋭
角
の
方
を
負
だ
し
て
角
皮
の
正
負
を
置
別
す
る
｡J
此
の
如
-
定
め
て
測
れ
ば
何
時
も
白
長
石
は
正
で
歪
長

石
の
方
は
負
で
あ
る
○

斜
長
都
の
底
面
に
は
知
朝
田
を
双
晶
面
E
L
花
白
長
石
式
双
晶
片
の
尭
つ
も
交
互
し
て
産
着
に
封
稗
的
滑
光
を
鼻

投
石
の
紙
別
法
に
就

い
て

〓
ハ
五

七



蝿

球

筋
十
礎

節
三
助

二
三

A

す
る
｡
故
に
此
の
双
晶
面
に
封
し
て
消
光
角
を
測
る
の
が
侭
利
で
あ
る
｡

顕
赦
免
下
に
見
る
岩
石
薄
片
中
に
含
ま
れ
る
長
石
結
晶
の
断
面
は
任
意
断
固
で
､
今
撃
げ
た
如
き
厳
密
に

1
定
の

面
に
平
行
す
る
断
所
が
必
ず
し
も
現
ほ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
.
現
ほ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
を
離
知
lF
る
絵
も
な
い
｡
火

山
岩
に
出
る
斑
晶
で
四
連
以
上
の
両
輪
廓
が
判
然
ビ
見
え
る
場
各
に
は
そ
の
間
の
角
皮
を
測
れ
ば
底
面
及
び
籍
軸
面

に
略
ぼ
近
い
も
の
ど
著

し
-
異
な
る
も
の
F,･J
を
砿
刺
し
得
る
も
P
決
し
て
粗
密
に
両
面
に

一
致
す
る
こ
と
を
確
か
め

得
な
い
｡

操
成
岩
中
の
翰
廓
不
規
則
な
る
結
晶
粒
に
至
っ
て
は
金
-
知
る
こ
だ
が
Ⅲ
兼
ね
.

此
の
凶
弾
を
排
除
し
た
の
は
ブ
ー
ケ
.
ミ
シ
ェ
ル

｡
レ
ブ
4
-
両
氏
の
研
究
で
あ
る
｡

レ
ブ
4
-
氏
は
結
晶
両
群

に
於
げ
ろ
両
壁
皿
に
封
す
る
消
光
角
を
計
算
す
る
に
フ
レ
ネ
ル
氏
定
拙

(
任
意
断
面
に
於
け
る
消
光
は
此
の
断
面
の

垂
直
線
ビ
開
光
軸
.J･J
を
迫
ず
る
両
軍
面
の
二
等
分
両
の
痕
跡
に

一
致
す
る
こ
と
)
を
腰
用
L
t
特
に
知
軸
面
即
ち
白

長
石
双
晶
面
に
直
角
な
る
甫
碑
に
於
け
る
滑
光
位
の
曲
線
を
問
式
に
示
し
､
之
に
同
所
を
按
各
面
,
,
J

す
る
カ
ー
ル
ス

5'1
-
ド
式
双
晶
を
仲
ふ
場
令
の
箪
二
種
の
消
光
僅
を
も
加

へ
た
｡
こ
の
両
種
の
消
光
角
を
封
栴
滑
光
を
現
は
す
断
固

に
就
き
測
定
す
れ
ば
'
此
の
所
帯
の
何
れ
の
疎
開
に
在
る
も
の
で
も
直
ち
に
白
票
両
種
の
比
率
を
決
定
し
得
る
こ
E

に
な
っ
た
｡
1
八
九
三
年

レ
ブ
ヰ
-
氏
は
こ
の
双
晶
面
に
直
角
な
る
断
面
を
検
出
す
る
手
段
ビ
し
て
管
別
法
m
etho
d

of
eq
ua〓
iiu
m
irlatioll
を
利
用
す
る
こ
ど
な
考
案
し
た
｡

白
長
石
式
双
晶
の
左
石
爾
晶
片
に
は
こ
の
双
晶
痕
跡
が

直
交

ニ
コ
ル
の
間
で
四
十
五
度
の
位
置
に
於
て
同

1
の
明
る
さ
に
な
る
性
肇
を
利
用
す
れ
ば
こ
の
断
宙
の
位
置
を
有

用
す
に
偵
利
な
の
で
あ
る
｡

レ

ブ
4
-
氏
は
果
た
斜
長
石
の
教
戒

ご
･,Jに
複
屈
折
の
異
な
る
=
ど
な
識
別
の
手
段
に
鷹
用
す
る
魚
め
にこ
､
を
の



測
定
に
石
基
棟
,{q･J
ズ
-
動
か
し
て
偏
光
色
を
此
梗
す
る
此
鹿
砦

C
om
p
a
rateu
=
を
考
案
し
ー

又
た
成
分
の
薫
っ
た

健
数
よ
-
成

っ
た

群
状
構
造
を
量
す
る
桝
田
の
場
合
に
そ
の
等
明
の
位
階
を

三
七
度
./J
L

(
デ
ュ
バ
ル
ク
氏
は
之
を

訂
正
し
て

凹
C
庶
玉
AfJ
す
)
∵

短
軸
面
の
弊
開
披
に
対
し
て
封
柄
的
消
光
の
起
る
方
向
が
シ

ュ
ス
タ

ー
氏
の
約
兼
の

正
負
何
れ
で
あ
る
か
も
此
の
等
明

t̂J
な
る
回
鴨
方
向
に
よ
っ
て
知
れ
る
ナ㌻

ゝ
な
っ
た
｡

ブ
ー
ケ
氏
の
研
究
は
主
だ
し
て
牧
飲
光
を
佐
用
し
二

二
封
栴
軸
面
及
び
光
軸
に
直
角
な
る
断
苗
に
就

い
て
､
壁
間

ビ
此
等
の
面
ど
の
間
の
角
皮
を
測

り
P
即
ち
光
撃
的
定
位
断
面
の
消
光
位
に
よ
り
斜
長
石
の
種
類
を
識
別
す
る
手
段

ビ
し
た
｡
薄
片
中
に
現
は
れ
る
任
駄
断
田
中
か
ら
此
の
使
件
に
適
合
す
る
も
の
を
験
出
す
る
こ
亡
は
左
ま
で
困
難
で

な
い
か
ら
P
是
は
非
常
に
低
利
な
識
別
法
で
あ
る
｡

牧
歌
光
に
よ
り
干
渉
像
を
現
は
し
.
中
心
か
ら
傾
い
て

一
つ
の
光
軸
極
の
出
る
湯
谷
を
利
用
す
る
方
法
は
べ
･ッ
ケ

氏
の
研
究
に
よ
-
頗
る
班
-
鷹
用
さ
れ
､
特
に
光
軸
角
の
大
な
る
璃
め
に
術
光
軸
の

l
断
面
に
現
ほ
れ
な

い
朋
の
斜

長
石
に
普
通
な
る
場
令
に
そ
の
光
軸
角
を
測
る
途
を
開
い
た
｡
次
に
遇

べ
る
経
緯
鉦
基
の
装
股
な
し
に
光
軸
角
を
測

定
す
る
方
法
だ
し
て
寛
吏
で
あ
る
が
.
カ
メ
ラ
◎
ル

ジ

グ
で
干
渉
像
を
投
射
t
て
そ
の
形
像
を
描
-
手
頂
は
時
間
だ

熟
練
を
婁
L
.
多
数
の
任
意
断
面
に
通
用
し
難
-
.

新
装
経
の
出
来
た
今
日
で
は
必
L
も
推
奨
し
醗
は
ね
が
'
歴
史

的
僧
侶
は
特
筆
さ
れ
ね
ぼ
L･4
ら
ぬ
0

欄
間
に
フ
-
ケ
p

レ
ブ

ヰ
1
両
大
家
が
祁
並
ん
で
出
た
･}J
同
時
に
露
団
に
フ
ヱ
ド

ロ
ブ
氏
が
起

っ
て
､
両
氏
の
主

ĴJ
し
て
使
用
す
る
普
通
鉱
物
壁
用
描
倣
鋸
の
水
平
回
鴨
に
限
ら
れ
た
鋸
轟
に
傾
斜
し
解
る
経
緯
鋸
姦

T
h
e
o
d
o

lite

s･･ag
e
(
普
通

11
班
に
任
意
回
碑
銘

U
nivel･Sll
sfac,rFe
,I,J
呼
ぶ
)

の
装
経
を
附
加

へ
光
｡
こ
の
装
置
に
よ
-
断
:繭
を

長
前
の
拙
別
法
に
仰
如
い
て

二

ハ
･?

九



地

拭

第
十
懇

節

T;:
班

二ハ八

7
0

水
平
位
置
か
ら
約
六
十
度
位
ま
で
傾
け
て
.
傾
い
た
位
置

に在
る
封
稀
面
及
び
光
軸
畝
垂
直
の
位
置
に
衆
ら
し
め
得

る
こ
ど
～
な
rfL
.
鋸
婁
附
属
の
水
平
環
及
び
垂
直
孤
に
よ
っ
そ
の
回
時
角
空
間
み
p
封
栴
両
に
含
ま
れ
た
光
畢
上
の

両
軸
の
位
置
を
測
定
す
る
こ
亡
が
可
能
だ
t･b
つ
た
｡

是
は
あ
ら
ゆ
る
鋸
物
の
任
意
断
面
に
就
い
て
そ
の
光
壁
上
性
質
特
に
光
啓
上
の
両
軸
ビ
結
晶
面
軸
だ
の
踊
係
を
決

定
し
得
る
方
法
で
は
あ
る
が
'
就
中
斜
長
石
の
場
合
に
有
効
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

ア
ユ
ド
p
フ
氏
は
此
の
装

置
を
創
塞
す
る
ビ
同
時
に
直
ち
に
之
を
斜
長
石
の
研
究
に
腰
用
し
.
斜
長
石
の
開
努
関
南
及
び
双
晶
面
にこ
封
す
る
光

学
上
の
両
軸
の
位
置
の
踊
係
に
よ
-
化
撃
成
分
の
異
同
を
知
ら
村
る
こ
ど
～
な
っ
た
｡
又
た
此
の
研
究
の
結
果
だ
し

て
底
面
及
び
短
軸
而
双
晶
.蜘
又
は
接
合

面
･!J
L
だ
双
晶

の穂
頻
を
置
別
し
て
'
従
衆
結
晶
外
形
に
罷
知
さ
れ
た
双
晶

の
型
式
の
外
に
茂
雛
な
る
型
式
の
存
在
す
る
こ

だが
明
か
ど
な
り
'
フ
.ェ
ド
ロ
ブ
氏
が
十
三
種
の
型
式
を
置
別
し
た

後
柿
に
出
る
も
の
及
び
班
諭
上
存
在
す

べ
き
も
の
を
加
へ
約
二
十
種
に
及
ぶ
べ
き
こ
ど
～
な
っ
た
｡

一
九
二
三
年
ヂ
ュ
ネ
ー
ブ
大
撃
の
デ

ュ
バ
ル
ク
教
授
は
フ
-
ケ
.

レ
ブ
エ
ー
.
べ
ツ
ケ
'
フ
ヱ
ド
ロ
ブ
四
大
家
の
研

究
法
を
収
各
拡
各
し
た
斜
長
石
の
識
別
に
閥
す
る
論
文
が
同
地
の
撃
士
院
報
告
に
公
に
さ
れ
'
同
年
坪
井
博
士
の
英

開
館
物
聾

食

詰
に
於
に
さ
れ
た
屈
折
率
測
定
に
よ
る
方
法
が
未
だ
牧
錬
さ
れ
て
ゐ
ね
が
､
そ
の
他
の
方
法
は
す

べ
て

要
領
が
頗
る
明
快
に
解
説
さ
れ
､
斜
長
石
の
種
強
を
次
長
石
分
子
率
に
よ
う
国
別
す
る
方
法
は
完
金
に
解
決
し
た
戚

が
あ
る
｡

昨
年
ヅ
ユ
ー
-
ヒ
留
聾
中
の
伊
藤
(月
市
)班
撃
士
か
ら
此
の
大
給
文

一
荒
を
郵
零
さ
れ
､
同
氏
の
京
都
大
聾
院
衣

州弊
巾･
に
デ

ュ
バ
ル
ク
氏

一
派
の
研
究
法
に
就
き
共
に
佳
血胤
し
っ
＼
あ
っ
た
紺
係
か
ら
造
か
に
此
の
山削
藩
か
ー脛
ら
れ
柁



確
で
好
悪
を
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡
回
顧
す
れ
ば
三
十
数
年
前
兼
京
大
嘩
地
質
母
数
富
に
入
-
初
め
て
ユ
ー
ケ

､
′

レ
ブ

ヰ
-
両
氏
共
著
の
岩
石
撃
の
大
冊
を
曙
て
､
欄
間
岩
石
聾
者
の
研
究
法
に
注
意
を
惹
き
桃
譜
を
聾
ぽ
ん
だ
決

心

し
､

巴
里
に
放
て
ミ
シ
ェ
ル
こ

ブ
ヰ
｣
氏
に
観
衆
し
た
後
に
'
南
船
北
馬
席
燈
か
な
ら
ぬ
生
活
だ
他
の
方
南
の
研
究

の
薦
め
に
も
十
分
の
時
間
ビ
精
カ
ビ
を
此
の
即
題
に
傾
注
し
得
L･･
ん

だo
然
る
に
新
教
室
を
創
設
す
る
に
常

も
必
要

な
器
械
が

一
通
り
具
備
L
t
山
崎
博
士
の
東
京
高
等
師
範
撃
枚
に
購
入
さ
れ
た
後
久
し
-
本
邦
に
人
ら
な
ん

だ朗
の

維
也
納
ラ
イ

ヘ
ル
ト
配
架
顕
微
鏡
を
取
も
寄
せ
'

ブ
ー
ケ
'
べ
ツ
ケ
両
氏
の
方
法
に
必
要
な
る
｡
収
飲
光
の
使
用
が

非
常
に
架
に
な

-
'
ラ
イ
ス
創
製
の
経
緯
描
徴
鋸
に
よ
り
フ
ヱ
ド

ロ
ア
氏
の
方
法
も
之
を
試
み
得
る
こ
ど
ゝ
な
っ
た

此
等
の
器
械
を
使
用
し
た
成
績
は
未

だ十
分
の
蹄
密
を
期
し
難
い
が
'

一
般
に
満
足
し
掛
る
結
果
を
見
た
.

デ

ュ
バ
ル
ク
氏
に
は
今

奉
げ
た
斜
長
石
識
別
蔭
の
著
作
に
先

だち
髄
物
の
光
壁
上
の
性
質
を
明
快
詳
細
に
簡
明
し

詑
錬
物
及
び
岩
石
研
究
港

T
raite
d
e
teClm
ique
m
in
gra
togT:que
et
P仙t
r

ogr竜
hique
の
著
作
及
び
デ

ル
ブ
4
1
雄

ビ
共
同
の

ニ
キ
テ
ィ
ソ
氏
の
M
かth
ode
un
ilerSet1e
de
Fe
d.
r.
ff
の
邪
評
が
あ
る
｡
前
者
は
ク
?
γ
フ
ヰン
グ
氏
の

ロ
ー
ゼ
ソ
ブ
ヅ
,b
ユ
岩
石
撃
大
数
科
番
の
紙
論
の
部
bJ
共
に
デ
ヨ
ハ
ン
セ
ン
氏
の
岩
石
撃
研
絵
(
米
図
版
)
に
封
し
て
叙

述
の
範
囲
だ
標
準
壁

ボ
し
た
も
の
で
p
後
者
は
フ
ヱ
ド
ロ
ブ
氏
の
方
法
の
詳
細
な
る
記
載
で
あ
っ
て
.
そ
の
斜
長
石

の
識
別
法

だげ
を
今
回
特
に
詳
証
し
た
評
で
あ
る
｡

デ

言

ル
ク
氏
ビ
燭
光
し
て
ウ
ェ
ル
フ
ヰ
ソ
グ
氏
が

ロ
ー

ゼ
ン
ブ
ヅ
,W

氏
敬
称
藩
筋

一
食
の
第
五
版

(
↓
九
二
三
年
)

を
公
に
す
る
に
常

-
'
斜
長
石
の
織
別
に
踊
す
る
ブ
ス
ド
p
フ
氏
の
方
法
を
頗
る
詳
細
を
悉
-
し
､
同
年
タ
イ
ツ
敢

牧
師
',(
レ

ク
氏
も
同
社
製
濃
の
大
形
僻
物
準
用
顕
微
鏡
に
通
各
す
る
経
緯
璽

魚
の
使
用
港
を
簡
明
し
た
暴
行
本
を
於

長
石
の
･;-3
別
法
に
就

い
て

宗

れ

〓



地

球

節

十
令

弟
三
雄

1P
O

T
TT

に

L

p
亦
た
斜
長
石
識
別
を
説
明
し
て
ゐ
る
0

貼
れ
'.～
も
比
の
雨
音

に
比
較
し
て
デ

ュ
パ
〝
ク
氏
の
若
輩
の
特
色
は
ブ
ヱ
ド

ロ
ア
氏
の
方
法
で
定
め
た
斜
長
石
の

各
蔵
の
双
晶
の
晶
片
が

フ
-
ケ
氏
の
方
法
に
よ
る
第

一
の
晶
片
の
定
位
断
面
,fJ
基
布
す
る
場
各
に
按
め
て
'
筋
二
の

晶
井
の
消
光
角
を
も
測

,n
p
之
を
第

fII
の
晶
片
の
消
光
角
.I-J並
用
し
た
瓢
に
在
っ
て
､
走
に
よ
-
一
面
に
は
次
長
石

分
子
率
の
決
定
に
際
し
て
起
る
疑
惑
を
排
除
し
程

ペ
-
p
他
の

1
両
に
は
必
L
も
麗
緯
鋸
轟
を
位
用
せ
ず
に
も
十
数

柁
中
の
若
干
の
双
晶
式
の
匿
別
も
町
溌
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

-

ミ
;
ダ
氏
の
ロ
ー
ゼ
ン
プ
ッ
シ
ュ氏
第
二
怨
造
岩
鉱
物
籍
の
斜
長
石
の
末
に
肘
鉄
と
し
て
撃

見
た
部
分
に
第
二
双
晶

片
の
消
光
角
に
Ⅲ
す
る
デ

ュ
パ
〝
ク
氏
の
変
は
大
部
分
網
羅
さ
れ
た
が
.
そ
の
図
式
二
十
数
閲
を
強
略
し
.
五

つ
説

明
の
詳
細
を
敏
-
薦
め
に
こ
の
識
別
法
が
十
分
に
了
離
さ
れ
難
-
な

-
.
且
っ
普
通
の
双
晶
式
以
外
の
消
光
角
に
輔

す
る
も
の
を
除
外
し
た
番
め
に
此
の
如
き
誉

川
片
の
出
る
場
各
に
正
否
不
明
の
結
典
を
生
じ
.
又
た
是
か
ら
誉

M
の

種
類
を
織
る
絵
の
絶
え
た
の
も
遺
憾
に
戚
せ
ら
れ
る
0

斜
長
石
の
識
別
法
は
此
の
如
-
敢
近
に
大
に
整
頓
し
た
の
で
あ
る
｡
而
か
も
大
抵
の
研
究
の
目
標
は
主
}J
し
て
管

蓮
石
衣
爾
分
子
の
混
晶
.fJ
し
て
の
斜
長
石
に
限
ら
れ
､
そ
れ
は
造
岩
盤
物
だ
し
て
の
長
石
の
大
部
分
を
古
め
る
も
の

で
あ
ゎ
､
又
た
加
里
長
石
の
混
在
は
嘉
長
石
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
長
石
に
は

極
め
て

少
量
な
る
を

普
通

ぎ

す
る
か
ら
'
箪

二
の
成
分
を
無
沌
し
て
も
或
る
範
固
ま
で
は
通
用
し
得
る
の
で
あ
る
が
､
管
壇
に
此
し
て
相
瞥
多
虫

に
卸
鹿
を
含

む
γ
･
ル
カ
-
岩
舵
か
ら
固
鈷
す
る
場
合
に
は
必
し
-
無
現
し
雑
-
な
-
1
叉
た
関
目波
長
歪
石

(
カ
ー
ネ



ギ

ー
長
石
)

N
aNO
･A
720
3･2SiO
Bの
海
進
す
る
場
各
も
おl
像
さ
れ
､
此
等
の
分
子
の
参
加
す
ら
-
の
で
は
､
歪
長
石

の
含
有
最
に
封

し
て

屈
折

率
が

低
く
な
-
屈
折
率
に
よ
る
識
別
法
に
信
組
L
難
-
な
る
｡

デ
ュ
バ
ル
ク
､
べ
レ
ク
両
氏
は
何
れ
も

フ
ヱ
ド
ロ
ブ
氏
の
方
法
で
決
定
し
た
三
主
軸
ビ
結
晶
面
又
は
双
晶
軸
の
極

･ZJ
の
廠

蘭
の
踊
係
が
噂
達
石
衣
両
成
分
の
混
晶
だ
し
て
示
し
た
成
分
にこ
よ
る
極
の
位
置
の
移
動
す
る
正
確
か
ら
脱
線

す
る
様
な
場
令
に
は
加
盟
長
石
分
子
の
混
在
を
推
定
し
得
る
こ
}J
を
指
摘
し
て
は
ゐ
る
が
'
未

だ蚤
的
関
係
に
ま
で

及
ん
で
ゐ
な
い
｡

我
々
の
ブ
ー
ケ
p
レ

ブ

ヰ
I
P
フ
ヱ
ド

ロ
ブ
の
三
氏
の
方
法
を
並
用
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
'
経
緯
鋸
壷
の
使
用
に

ょ
-
光
軸
角
の
測
定
が
容
易
で
､
そ
の
角
皮
及
び
正
負
の
解
脱
が
他
の
光
単
性
で
決
定
し
た
官
分
率
の
示
す
所
･tJ吻

合
せ
ず
し
て
.
特
に
負
髄
の
時
に
角
皮
の
小
さ
い
も
の
が
藤
田
で
凍
る
奉
安
が
恕
め
ら
れ
る
｡
鬼
は
恐
ら
-
は
加
里

長
石
叉
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
長
石
の
混
在
か
ら
凍
る
ビ
想
像
さ
れ
る
も
の
で
'
両
氏
の
指
摘
し
た
卯
薯
よ
-
も
此
の
光
軸

角
の
鼻
化
の
方
が
覚
的
決
定
に
よ

pJn
好
-
役
立
つ
ペ
-
見
え
七

一
鑑
の
光
明
を
離
め
程
た
ど
戚
す
る
の
で
あ
る
｡

我
々
.Qn
研
究
は
未

だ
正
確
精
密
を
誇

り
得
る
ま
で
に
は
進
ん
で
ゐ
な
い
が
､
意
外
な
火
山
岩
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
長
石

分
子
を
含
む
ア
ル
カ
リ
長
石
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
場
合
'
又
化
他
の
研
究
者
の
識
別
し
た
も
の
以
外
の
種
々
の

成
分
の
ア
ル
カ
リ
長
石
の
発
見
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
'
此
等
の
箇

々
の
毅
合
に
就
き
次
稿
に
略
報
す
る
稀

♭
で

あ

る

0
長
石
の
誠
別
法
に
就

い
て

T
q
T

1

三


